
作家名 誕生年 
山本有三 1887 年 
川端康成 1899 年 
壺井栄 1899 年 
遠藤周作 1923 年 
佐藤愛子 1923 年 

時代小説作家では、司馬遼太郎や 
小杉健治、畠中恵らが亥年生まれ 
です。 

宮川ひろ「おとうさんにかんぱい」 
「さよならのなつやすみ」「さくらの 
下のさくらのクラス」 

作家名 誕生年 
曲亭馬琴 1767 年 

 

 

沢木耕太郎「深夜特急 1 便 黄金宮殿」 
「僕らの流儀」「旅の窓」 

とざす、あるいは陰気極まって陽気がきざすさま、とのことです。
閉じ込められたなかで、生命が静かに息づいている様子でしょうか。 

（諸橋轍次著「大漢和辞典. 巻一」（大修館書店、修訂第二版、1955 年刊）） 
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江戸時代後期の読本（よみほん、現代で言う 

伝奇小説）作家であり、『椿説弓張月』『南総 

里見八犬伝』を書いた曲亭馬琴が亥年生まれです。 

名都借の木 

「亥」とは？ 
 

『海と毒薬』『沈黙』を書いた遠藤周作、 

『戦いすんで日が暮れて』『血脈』を 

書いた佐藤愛子も亥年生まれです。 

 

児童文学作家では、宮川ひろ、中川李枝子、 

富安陽子などおなじみの作家のほか、『ハイジ』を 

書いたヨハンナ・スピリ、『飛ぶ教室』を書いた 

エーリッヒ・ケストナーが亥年生まれです。 

作家名 誕生年 
堺屋太一 1935 年 
宮本輝 1947 年 
北方謙三 1947 年 
沢木耕太郎 1947 年 
有栖川有栖 1959 年 
桜庭一樹 1971 年 

『 路 傍 の 石 』 を 書 い た 山 本 有 三 、 

『伊豆の踊子』『雪國』を書いた川端康成、 

『二十四の瞳』を書いた壺井栄らが亥年 

生まれです。 

作家名 誕生年 
司馬遼太郎 1923 年 
小杉健治 1947 年 
畠中恵 1959 年 

 

もう少し最近になると、『団塊の

世代』を書いた堺屋太一、『優駿』

『泥の河』を書いた宮本輝、『深夜

特急 』を書いた沢木耕太郎などの 

作家が亥年生まれです。 

遠 藤 周 作 「 深 い 河  上 下 
（大活字シリーズ）」「毅然とし
て死ねない人よ。それでいい
ではありませんか。」 

作家名 誕生年 
ヨハンナ・ 

スピリ 
1827 年 

エーリッヒ・ 
ケストナー 

1899 年 

宮川ひろ 1923 年 
中川李枝子 1935 年 
富安陽子 1959 年 

 

時代小説作家では、司馬遼太郎や 

小杉健治、畠中恵が亥年生まれです。 

※発行後一定期間経過した資料は表紙画像が表示されません。



 

  
 
 
 
 

   

 

  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他にこんな本もあります！ 

この本もおすすめです！ 

vol.18 

養老 孟司/著 
『バカの壁』 新潮新書 

    （新潮社） 

岩崎 夏海/著 
 『もし高校野球の女子マネージャーが
ドラッカーの『マネジメント』を読んだら』    

（ダイヤモンド社） 

本書が出版された平成６年、 

皆さんはおいくつで、どのように 

過 ごさ れて い た で しょ う か ？ 

「老い」「病い」「死」について、 

巷の人々から発せられたホンネ 

の言葉は、「２５年前の自分へ」 

と は 、 ま た 違 っ た 響 き を 

永 六輔/著 
『大往生』 岩波新書 （岩波書店）  

～ 時間がもたらすもの ～ 

片山 恭一/著 
『世界の中心で、 

愛をさけぶ』 
（小学館） 

 

 人間という生物のいろいろな心の 

化学反応を読み解き、組織として 

成果を上げるには・・。読み物と 

しても心動かされる一冊です。 

ロバート・ジェームズ・ウォラー/著 
               村松 潔/訳 

『マディソン郡の橋』 (文藝春秋) 

ク リ ン ト イ ー ス ト ウ ッ ド と メ リ ル ・ 

ストリープの映画も素敵でした。小説で 

味わう大人のラブストーリーは、抒情的 

で読書の喜びを教えてくれます。 

もたらしてくれるのではないでしょうか。 

 毎日のお昼前のひと時、また土曜日の昼間、 

著者の声がラジオから聞こえなくなって久しくなり 

ました。時の移ろいに喪失感も覚えますが、沢山の 

経験が私達の心に層となって降り積もり、新しい本と 

の出会いを味わい深くしてくれると信じています。 

 ☆図書館ホームページがリニューアルされました！☆ 
平成 30 年 10 月 1 日から、図書館のホームページがリニューアルしました。 
ご覧いただけましたでしょうか？新しく追加された機能がありますので、簡単にご紹介いたします。 
 

①子ども向けのホームページが登場！ 
  ・・・わかりやすい言葉と、かわいいイラストで構成。調べものに役立つ情報も掲載しています。 

②スマートフォン向けの蔵書検索画面を導入！ 
  ・・・スマートフォンでも見やすい画面で蔵書検索が利用できます。予約などの手続きも可能です。 

③パスワードの発行が簡単に！ 
  ・・・ご自分で、パスワードの発行・再発行が可能に。また小学生以下のお子様や、近隣市在住の方も 
     パスワードを発行出来るようになりました。ご不明な点は、図書館スタッフにお尋ねください。 

④書影が見られる！（一部、対象外の資料あり） 
  ・・・ホームページにログインしたのち本の検索をすると、本の表紙が表示されるようになりました。 

⑤新着資料、ジャンル検索の項目がより詳しく！ 
  ・・・項目が詳しくなり、より目的の資料を探しやすくなりました。 
詳しくは、リニューアルされた図書館ホームページをご覧くださいませ！ 

 



 

 

日時：１月２6 日（土）１３時～１４時３０分 
場所：東部公民館 大会議室 
人数：小学生２５名（保護者がいれば３歳から可） 
金額：無料 
１２月２２日（土）１０時から 

電話、またはカウンターにて受付開始！ 

毎週日曜日１１時から、２階おはなしコーナー 
（あかちゃんコーナー）でおはなし会をやっています！ 

あかちゃん向けのおはなし会は、第２日曜日１０時３０分から 

同じ場所でやっています！ 

みなさんのご参加、おまちしてま～す！！ 

 

おふろでぽかぽか 

はやくちことばで 

おでんもおんせん 
川北 亮司／文  飯野 和好／絵 

（くもん出版） 

おでんがおんせんを 

楽しんでいる絵本です。 

よむときは、ぜひ声に出して 

はやくちでよんでみてください！ 

絵で見る 

おふろの歴史 
菊地 ひと美／文・絵  （講談社） 

「おふろっていつからあるの？」 

「どんなおふろがあるの？」 

この本をよんで、「おふろ」に 

くわしくなってみませんか？ 

 

おふろだいすき 
松岡 享子／作  林 明子／絵 

（福音館書店） 

ひとりでおふろにはいっていたら、 

いろいろないきものがでてきた！ 

「つぎはだれかな？」とワクワク 

しながらよめる１さつです。 

ブラス
スタンプ

ブラス
スタンプ



 

 

 

 

 

    

 

     

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

kara  ～流山の戦国時代 2． 花輪城 ～ 

 

日時：２月２０日(水)10 時～11 時３０分 
場所：流山市おおたかの森センター 

定員：４０名 
 

郷土へのいざない vol. 12 

発達障害についての基礎知識と発達障害の

方の感じ方について、一緒に学びませんか？ 

これからの木の図書館 
 

 今回は、坂川の上流を歩いてきました。利根川の水を江戸川へと送る 
役割をする坂川の様子です。「野々下水辺公園」は、利根川の水が増え 
すぎると、江戸川に逃がし、江戸川の水が増えた時は、利根川に逃がす 

連絡先 
木の図書館  

電話：04-7145-8000 

 

 

 

 

 

 

開館時間 火曜日～土曜日: ９時３０分～１９時 

 

木の図書館カレンダー    
休館日 月曜日（祝日の場合は火曜日） 

月末日（土日を除く） 
１２/２９～１/４、蔵書点検日(２/２０,２１) 

蔵書点検のお知らせ 

 

流山市立図書館では、 
2 月１4 日～2 月 26 日に 
蔵 書 点 検 を 行 い ま す 。 

各 館 で 順 次 実 施 し 、 
実 施 中 の 館 は 休 館 日 と 
なります。 
 木の図書館 2/20(水)、
2/21(木)が休館日です。 

 その北千葉導水路の地上部に導水の一部を利用して、小川の雰囲気を 
再現したのが同公園。利根川の水が、岩から湧き出し、園内に作られた 
小川を流れ、坂川に流れていきます。 

1 月 12 日（土）10 時から木の図書館にて電話受付 

講師： ひだクリニック 肥田 裕久先生（精神科医） 

  

などの北千葉導水路の役割を 
もっています。 

この石から利根川の水が
出てきます 

小川の雰囲気を再現した公園内。 

ここから水は落ちて、滝の 

ように坂川へ流れます 

～坂川の今 （上流）～ 


